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週
刊

「
新
社
会
」
（
本
紙
）
の
ご
購
読
を

　
購
読
料
月
六
百
円
、
郵
送
料
月
百
六
十
円

　
※
お
申
し
込
み
は
、
新
社
会
党
県
本
部
へ

　
　
　
　
　
℡
〇
四
三
─
二
四
四
─
六
八
六
五

　
市
川
市
で
、四
十
六
年
間
の
直
営
の
歴
史
を
誇
る
、市

立
小
中
学
校
給
食
の
民
間
委
託
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
。
給
食
の
行
方
を
心
配
す
る
市
民
は
こ
の
一
月
に
五

百
五
十
名
の
大
集
会
を
開
き
、「
市
民
連
絡
会
」
を
結
成

し
た
。い
ま
委
託
反
対
署
名
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
〇
四
七
ー
三
三
四
ー
一
一
一
一
内
線
三
九
六
三
）

同
市
で
は
、
一
九
五
四
年

の
給
食
開
始
以
来
、
各
学
校

ご
と
の
調
理
場
に
、
正
規
職

員
の
栄
養
士
調
理
員
を
配
置

す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
自
校
直

営
」
方
式
を
堅
持
し
て
き

た
。直

営
の
メ
リ
ッ
ト
は
明
ら
か

だ
。
父
母
の
要
求
が
あ
れ

ば
、
市
議
会
・市
政
を
通
じ
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
給
食
内
容
の
改

善
に
つ
な
が
っ
た
。
業
者
が
介

在
す
れ
ば
そ
う
は
い
か
な
い
。

事
実
こ
れ
ま
で
、
栄
養
士
の

全
校
配
置
に
よ
る
メ
ニ
ュ
ー
の

こ
の
と
こ
ろ
、

環
境
保
護
派

に
と
っ
て
う
れ

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

相
次
い
だ
▼
新

潟
県
巻
町
の
原

発
反
対
住
民

投
票
の
勝
利
、
西
淀
川
と
川

崎
公
害
訴
訟
の
勝
利
、
そ
し

て
尼
崎
公
害
訴
訟
で
は
有
害

物
質
の
排
出
差
し
止
め
命

令
、
吉
野
川
可
動
堰
建
設

反
対
住
民
投
票
の
勝
利
、
愛

知
万
博
で
の
海
上
の
森
保
存

の
動
き
な
ど
▼
地
球
の
大
気

は
わ
ず
か
八
キ
ロ
の
厚
さ
だ
と

い
う
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
記
者
と
し
て
宇

宙
船
に
乗
り
込
ん
だ
秋
山
豊

寛
氏
は
そ
の
実
感
を

「
卵
の

薄
皮
」と
言
っ
て
い
る
▼
筆
者

は
か
つ
て
、
西
淀
川
公
害
訴

訟
原
告
団
の
副
団
長
を
務
め

ら
れ
た
森
脇
君
雄
氏
の
案
内

で
現
地
を
見
、
話
を
聞
く
機

会
を
得
た
。
血
の
に
じ
む
長

い
闘
い
と
多
様
な
運
動
に
頭

が
下
が
る
思
い
が
し
た
▼
そ

れ
に
し
て
も
、
統
治
者
の
鈍

感
な
決
定
の
た
め
に
ど
れ
ほ

ど
多
く
の
住
民
が
苦
し
み
、

放
置
さ
れ
た
こ
と
か
。
権
力

の
怖
さ
を
考
え
さ
せ
ず
に
は

お
か
な
い
▼
被
統
治
者
に

と
っ
て
、
権
力
者
と
闘
え
る

武
器
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。

住
民
投
票
制
度
を
含
め
、
直

接
民
主
主
義
の
鋭
利
な
武
器

を
検
討
・
法
制
化
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
。

改
善
、
食
品
添
加
物
や
農

薬
の
検
証
、
合
成
洗
剤
か
ら

石
け
ん
へ
の
切
り
替
え
、
調

理
員
の
増
員
や
調
理
場
の
改

造
に
よ
る
衛
生
管
理
の
徹

底
、
地
場
産
業
と
の
提
携
な

ど
の
実
績
を
積
ん
で
き
た
。

食
中
毒
は
一
件
も
な
く
、
市

教
育
委
員
会
は
「
市
川
の
学

校
給
食
は
他
に
誇
れ
る
も
の
」

と
言
っ
て
き
た
。

そ
れ
が
、
民
間
委
託
に
急

転
換
し
た
。
直
営
の
メ
リ
ッ

ト
は
捨
て
ら
れ
、
業
者
の
採

算
性
が
優
先
さ
れ
る
。
市
が

あ
げ
て
い
る
委
託
の
理
由
は

「
金
を
節
約
で
き
る
」
と
い
う

こ
と
だ
け
だ
。
昨
年
十
月
に

発
表
し
て
、
こ
の
四
月
か
ら

委
託
ス
タ
ー
ト
と
い
う
あ
わ

た
だ
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も

父
母
の
批
判
が
強
い
。

千
葉
光
行
市
長
は
、
広
報

や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
使
っ
た
り
、
子

供
に
リ
ー
フ
を
持
ち
帰
ら
せ

た
り
し
て
、
自
ら
の
見
解
を

流
す
だ
け
で
、
肝
心
の
父
母

と
の
意
見
交
換
は
持
ち
そ
う

に
な
い
。
広
報
は
税
で
作
成

す
る
「
市
民
の
公
器
」
だ
。
開

か
れ
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
反

対
意
見
も
掲
載
す
べ
き
だ
ろ

う
。ま

た
、
子
供
に
リ
ー
フ
を

持
た
せ
る
な
ど
、
「教
育
の
中

立
性
」
か
ら
み
て
も
常
識
外

だ
。住

民
運
動
は
行
政
と
異
な

る
意
見
を
持
つ
か
ら
起
こ
る
。

反
対
意
見
を
聞
か
な
い
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
住
民
運
動
の

全
面
否
定
だ
。
ま
た
、
民
主

政
治
は
時
間
が
か
か
る
。
父

母
と
意
見
交
換
を
じ
っ
く
り

行
う
よ
う
、
行
政
の
一
考
を

促
し
た
い
。

東
京
湾
三
番
瀬
に
隣
接
す

る
海
域
埋
め
立
て
（
一
九
八

二
年
当
時
）
の
補
償
に
関
連

し
て
、
県
政
に
い
ま
不
明
朗

な
問
題
が
持
ち
上
が
っ
て
い

る
。県

は
当
時
、
「
こ
の
埋
め
立

て
地
の
漁
業
補
償
は
、
近
い

将
来
に
固
ま
る
三
番
瀬
の
埋

め
立
て
計
画
と
一
体
の
も
の

と
し
て
解
決
し
た
い
」
と
し

て
、
市
川
市
行
徳
漁
業
協
同

組
合
に
対
し
、
補
償
金
の
肩

代
わ
り
と
し
て
、
信
漁
連

（
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
）
か
ら
四
十
三
億
円
の

融
資
を
さ
せ
て
い
た
。
元
金

と
最
終
解
決
ま
で
の
利
息
は

全
額
、
県
企
業
庁
が
負
担
す

る
取
り
決
め
だ
っ
た
。

し
か
し
、
三
番
瀬
埋
め
立

て
は
、
い
ま
だ
に
解
決
せ
ず
、

元
金
四
十
三
億
円
の
ほ
か

に
、
利
息
が
五
十
六
億
円
に

膨
ら
ん
だ
も
の
。

県
は
取
り
合
え
ず
金
利
分

の
五
十
六
億
円
を
九
九
年
度

二
月
補
正
と
二
〇
〇
〇
年
度

当
初
予
算
か
ら
信
漁
連
に
返

済
す
る
方
針
だ
。

県
の
責
任
は
重
大
だ
。
第

一
点
。
信
漁
連
と
の
取
り
決

め
は
議
会
の
議
決
を
経
て
い

な
か
っ
た
こ
と
。
第
二
点
。
こ

の
低
金
利
時
代
に
、
途
中
返

済
も
せ
ず
、
高
利
の
金
を
十

八
年
間
も
、
ま
る
ま
る
借
り

続
け
た
責
任
。
第
三
点
。
三

番
瀬
計
画
を
甘
く
見
て
、
す

ぐ
に
実
行
で
き
る
と
、
タ
カ

を
く
く
っ
て
い
た
こ
と
。
第
四

点
。
こ
の
財
政
緊
縮
の
中
で
、

理
不
尽
な
県
民
負
担
を
強
い

る
こ
と
。
第
五
点
。
元
金
四

十
三
億
円
は
相
変
わ
ら
ず
信

漁
連
に
借
り
た
ま
ま
で
、
三

番
瀬
問
題
の
帰
す
う
に
よ
っ

て
、
最
終
的
な
処
理
が
不
透

明
な
こ
と
な
ど
だ
。

暴
走
す
る
開
発
行
政
の
落

と
し
子
と
い
え
る
。

国
労
は

「
分
割
・
民
営

化
」
で
採
用
差
別
さ
れ
た

千
四
十
七
名
の
職
場
復
帰

を
は
じ
め
、
正
常
な
労
使

関
係
な
ど
を
求
め
て
闘
っ

て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
昨
年
十

一
月
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ

（
国
際
労

働
機
関
）
か
ら
中
間
勧
告

が
出
さ
れ
た
。
そ
の
主
な

内
容
は
、
採
用
差
別
（
不

当
労
働
行
為
）
が
あ
っ
た

こ
と
、
当
事
者
は
Ｊ
Ｒ
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘

し
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
採
用
と
解

雇
期
間
中
の
金
銭
補
償

を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
出
さ
れ
る
東
京
高

裁
、
東
京
地
裁
の
国
労
・

全
動
労
への
判
決
は
「
Ｉ
Ｌ

Ｏ
条
約
の
枠
内
で
出
さ
れ

る
べ
き
だ
」
と
す
る
示
唆

勧
告
と
な
っ
て
い
る
。

国
労
は
、
こ
の
成
果
を

広
め
、
一
気
に
全
面
要
求

解
決
を
迫
ろ
う
と
、
各
種

集
会
や
宣
伝
行
動
・署
名

運
動
な
ど
を
繰
り
広
げ
て

い
る
。
ま
た
、
各
市
町
村

議
会
で
は

「
Ｊ
Ｒ
労
使
紛

争
の
早
期
解
決
を
求
め
る

決
議
」
も
広
が
っ
て
い
る
。

新
社
会
党
と
し
て
も
、

国
労
の
問
題
は
、
全
労
働

者
の
問
題
と
受
け
止
め
、

連
帯
し
て
運
動
を
進
め
て

い
る
。
ぜ
ひ
、
勝
利
を
勝

ち
取
り
た
い
も
の
だ
。

明
ら
か
な
直
営

の
メ
リ
ッ
ト

市
の
広
報
へ

反
対
意
見
を

じ
っ
く
り
と

意
見
交
換
を

長

期

化

す

る

埋
め
立
て
計
画

財
政
緊
縮
の
中

理
不
尽
な
負
担

行徳漁協

漁業補償

委託反対の大集会に集まった父母の皆さん
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戦
争
終
結
当
時
か
ら
、
沖

縄
を
抑
え
日
本
の
再
軍
備
を

阻
止
す
る
戦
略
を
持
っ
て
い

た
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
五
三

年
頃
か
ら
、

銃
剣
と
ブ
ル

ド
ー
ザ
で
土
地
の
接
収
を
始

め
た
。
ア
メ
リ
カ
は
「
沖
縄
は

木
更
津
市
の
金
田
漁
協

が
、
県
か
ら
漁
業
補
償
と

し
て
払
い
下
げ
ら
れ
た
埋

め
立
て
地
に
誘
致
を
進
め

て
い
る
日
本
中
央
競
馬
会

の
場
外
馬
券
場
問
題
で
、

新
社
会
党
木
更
津
総
支

部
は
昨
年
い
ち
早
く
反
対

を
表
明
し
た
。
東
京
湾
に

唯
一
残
さ
れ
た
自
然
干

潟
への
悪
影
響
、
交
通
渋

滞
、
居
住
環
境
の
悪
化
、

青
少
年
への
悪
影
響
が
目

に
見
え
て
い
る
。

新
社
会
党
は
多
く
の
市

民
に
働
き
か
け
、
「
建
設

を
や
め
さ
せ
る
市
民
の

会
」
を
結
成
し
、
木
更
津

日
本
で
は
な
い
」と
主
張
し
て

い
た
が
、
島
ぐ
る
み
の
土
地

闘
争
の
盛
り
上
が
り
と
と
も

に
、
日
本
復
帰
運
動
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
た
。
一
九
五
五
年

に
は
、
ゆ
み
子
ち
ゃ
ん
事
件

（少
女
暴
行
、
殺
害
事
件
）が

発
生
。
そ
の
後
、
同
種
の
事

件
で
県
民
は
苦
し
ん
で
き
た

（朝
日
新
聞
で
は
二
百
件
）
。

沖
縄
海
兵
隊
は
二
千
五
百

人
い
る
が
、
グ
ア
ム
や
ハ
ワ
イ

で
は
、
三
千
五
百
人
の
海
兵

隊
を
い
ま
引
き
受
け
る
と

言
っ
て
い
る
。
基
地
移
転
は

可
能
だ
。
軍
事
基
地
は
人
を

雇
わ
な
い
。
基
地
を
な
く
せ

ば
、
雇
用
は
十
倍
に
な
る
。

四
万
七
千
人
の
米
軍
に
対

し
、
思
い
や
り
予
算
を
含
め

六
千
七
百
億
円
を
つ
け
て
い

る
が
、
沖
縄
県
民
百
三
十
八

万
人
の
予
算
は
六
千
四
百
億

円
に
す
ぎ
な
い
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
死
亡

者
の
九
五
％
は
正
規
軍
人

だ
っ
た
が
、
最
近
の
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
で
は
、
逆
に
九
五
％
が

民
間
人
だ
。
た
く
さ
ん
の
民

間
人
が
死
ん
だ
の
に
、
「
国
を

守
る
」
と
は
ど
う
い
う
意
味

か
。い

ま
、
ア
メ
リ
カ
の
有
識
者

の
う
ち
に
も

「
五
年
間
の
う

ち
に
沖
縄
基
地
を
撤
退
し
、

二
年
後
に
安
保
を
廃
棄
す
べ

し
」
と
の
議
論
も
あ
る
。

戦
争
は
あ
る
日
突
然
起
こ

る
も
の
で
は
な
い
。
狂
気
の
人

間
を
つ
く
っ
て
い
く
準
備
段
階

が
あ
る
。
そ
の
役
割
は
教
育

が
担
っ
て
き
た
。

大
田
氏
は
、
最
後
に
、
長

崎
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
永
井

隆
博
士
の
遺
児
へ
の
遺
言
を

市
長
に
反
対
表
明
す
る
よ

う
陳
情
署
名
活
動
を
展
開

し
、
一
月
三
十
一
日
、
五

千
百
名
の
署
名
を
添
え
て

市
長
に
陳
情
書
を
提
出
し

た
。
須
田
勝
勇
木
更
津
市

長
も

「
心
配
の
趣
旨
は
わ

か
る
の
で
、
し
っ
か
り
調
査

し
て
検
討
し
た
い
」と
表
明

し
た
。
（
海
宝
宅
〇
四
三

八
ー
九
八
ー
八
七
三
九
）

二
月
十
一
日
、
千
葉
市
で

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
強
制
反

対
県
民
集
会
が
開
か
れ
た
。

会
場
に
は
千
二
百
人
以
上
が

集
ま
り
、
熱
気
こ
も
る
集
会

と
な
っ
た
。
「
子
供
に
残
し
た

い
の
は
平
和
」
と
訴
え
る
千

葉
県
高
等
学
校
教
職
員
組

合

（
本
間
義
人
委
員
長
）
の

主
催
。
当
日
は
大
田
昌
秀
・

前
沖
縄
県
知
事
が
講
演
を

行
っ
た
あ
と
、
職
場
・
組
合
・

市
民
団
体
が
報
告
、
デ
モ
に

移
っ
た
。

ま
た
、
二
月
三
日
付
け
朝

日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
日

の
丸

・
君
が
代
の
強
制
に
反

対
す
る
」
県
高
教
組
の
意
見

広
告
に
は
、
二
千
名
を
超
え

る
賛
同
署
名
者
が
名
を
連
ね

て
い
る
。

紹
介
、
締
め
く
く
ら
れ
た
。

「愛
し
子
よ
、
母
を
殺
し
た
の

は
戦
争
で
あ
る
。
い
ま
の
良
い

憲
法
は
、
実
行
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
た
と
え
、
あ
な
た
達
だ

け
に
な
っ
て
も
、
裏
切
り
者

と
の
の
し
ら
れ
て
も
、
戦
争

反
対
の
叫
び
を
守
り
続
け
て

お
く
れ
」
。

い
よ
い
よ
四
月
か
ら
介
護

保
険
制
度
が
始
ま
る
。
当
初

か
ら
新
社
会
党
が
指
摘
し
て

き
た
よ
う
に
、
「
カ
ネ
の
切
れ

目
が
福
祉
の
切
れ
目
」
と
な

る
悪
法
に
よ
っ
て
、
低
所
得

者
は
利
用
の
断
念
か
、
「
払

え
な
い
な
ら
生
活
保
護
を
受

け
ろ
」
と
迫
ら
れ
る
。
し
か

し
、
直
接
市
民
に
接
す
る
自

治
体
に
は
改
善
の
努
力
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
社
会
党
が
行
っ
た
県
内

自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ

る
と
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
流

山
市
が
高
額
所
得
者
（
所
得

で
一
千
万
円
超
）
に
保
険
料

基
準
額
の
二
倍
負
担
さ
せ
る

こ
と
で
「
非
課
税
世
帯
」
ま
で

の
保
険
料
を
軽
減
す
る
。

利
用
料
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
流
山
市
が

「
非
課
税
世

帯
」
を
対
象
に
、
千
葉
市
は

対
象
を
限
定
せ
ず
、
必
要
と

す
る
人
を
対
象
に
、
利
用
料

の
限
度
を
超
え
る
高
額
サ
ー

ビ
ス
部
分
に
つ
い
て
、
市
が
一

時
立
て
替
え

る
制
度
を
導

入
す
る
。

こ
れ
は
限

度
額
を
超
え

る
利
用
料
が

還
付
さ
れ
る

に
は
数
ヶ
月

か
か
る
の
で
、

そ
の
間
の
生
活
圧
迫
を
招
か

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

ま
た
、
政
府
の
特
別
対
策

が
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
に
限
り
、
所
得
税
非
課

税
の
低
所
得
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
一
〇
％

を
三
％
に
抑
え
る
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、
市
川
市
で
は

新
規
の
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
に

対
し
て
も
市
が
独
自
に
同
じ

扱
い
と
す
る
。

さ
ら
に
浦
安
市
が

「
非
課

税
世
帯
」
を
対
象
に
、
月
額

利
用
料
が
一
万
二
千
円
を
超

え
た
部
分
に
つ
い
て
助
成
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
た
。

改
善
は
県
内
八
十
市
町
村

で
は
ま
だ
四
市
に
限
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
介
護
保
険
の

導
入
で
自
治
体
は
こ
れ
ま
で

の
制
度
よ
り
負
担
が
減
り

（
国
が
も
っ
と
も
負
担
が
減

る
）
市
川
市
の
独
自
サ
ー
ビ

ス
で
も
年
間
一
千
万
円
の
自

治
体
負
担
に
過
ぎ
な
い
。

各
自
治
体
の
三
月
議
会
に

は
介
護
保
険
条
例
や
予
算
が

提
案
さ
れ
る
。
新
社
会
党
は

保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
制

度
や
、
制
度
の
公
平
な
運
用

の
た
め
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度

の
導
入
な
ど
を
求
め
る
と
と

も
に
、
国
に
対
し
て
介
護
基

盤
の
整
備
促
進
や
財
政
支
援

策
を
要
求
し
て
い
く
。

集
会
後
、
約
千
人
以
上
の
参
加
者
が
千
葉
市
内

を
デ
モ
行
進
、
市
民
に
訴
え
た
。

木更津

党
千
葉
県
本
部
は
一
月
二

十
二
日
、
恒
例
の
新
春
講
演

会
と
新
春
の
つ
ど
い
を
千
葉

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
い
た
。

　
講
演
会
で
は
荒
れ
狂
う

競
争
至
上
主
義
と
リ
ス
ト

ラ
の
原
因
が
わ
か
り
や
す

く
話
さ
れ
、
今
後
の
運
動

に
確
信
を
与
え
た
。

つ
ど
い
で
は
「
昨
年
は
悪

法
が
自
自
公
に
よ
っ
て

次
々
と
成
立
。
憲
法
調
査

会
が
発
足
し
た
。
政
治
や

経
済
の
こ
れ
以
上
の
悪
化

を
許
さ
な
い
運
動
を
」
と

の
栗
原
君
子
中
央
本
部
書

記
長
の
あ
い
さ
つ
を
は
じ

め
、
友
好
団
体
か
ら
の
連

帯
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
二
百
人
の

参
加
者
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

党県本部が「新春のつどい」

カラオケも大いに盛り上がる

大
田
・
前
沖
縄
県
知
事


